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 [授業の概要・目的]
この科目では，学界の最新の研究動向を専門家以外に紹介することなどを目的としてアメリカ経済
学会が発行しているJournal of Economic Perspectives誌に掲載された最近の論文を読んで，その内容
について議論することを通じて，経済学の研究について英語で学ぶことに慣れるととともに，経済
学に対する興味を高めることを目的とします．

 [到達目標]
英語で書かれた経済学の研究成果に関する概説的な論文や本を読んで理解することができるだけの
基礎的な英語力を身につけることを到達目標とします．また，経済に関する話題について英語で議
論する能力を高めることも努力目標とします．

 [授業計画と内容]
第1回：ガイダンス
 第2回～第14回：１本の論文（20ページ前後）を１～２回の授業で読み，内容に関する理解をする
とともに，その論文の内容について学生間で英語によるグループ・ディスカッションを行います．
全体で7～8本程度の論文を取り上げる予定です．
 
 第2回と第3回は講義担当者が論文の解説を行いますが，第４回以降は報告担当者を決めて報告を行
ってもらいます．履修人数によって，報告の形態を検討する予定です．候補となる論文のリストは
第1回目の講義で配布します．
 
 《期末試験》
 
 第15回　フィードバック
 
 なお，教材として取り上げる各論文について，内容の要約と考察を書いたレポート（英文）の提出
（全部で7回を予定）を課題とします．

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
授業内の発表とグループ・ディスカッションへの参加（合わせて40%）とレポート（5%×7 =35%）
，学期末試験（25%）によって評価する予定です．
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外国文献研究（経・英）Ｂ-E1(2)

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
毎回の授業で取り上げる論文を事前に読むこと，担当回には報告の準備をすること，また講義の後
に論文の簡潔な要約と考察を書いたレポート作成が求められます．

 [その他（オフィスアワー等）]
オフィスアワーはKULASISで確認して下さい．初回の授業でも伝えます．


